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機構による筆記
「書く」を体感する

筆記と機構を題材にしたインスタレーション作品で

す。機構とは、工業製品を動かすための原理、目的

を果たすまでの仕組みのことを指します。私たちの

身の回りにある工業製品には、必ずこの機構が存在

します。私は、機構という切り口から、筆記の成り

立ちを表現しようと考えました。普段人の手によっ

て行なわれる筆記という行為。私たちが文字を書く

とき、文字の造形に意識を向けることはほとんどの

場合ありません。私はそんな習慣化した筆記を、人

の手ではなくアナログ機構を通して行なうことで、

手書きでは気づかないような文字の持つ動きやルー

ルを、体感できるのではないかと考え、制作を行な

いました。

作品形態：インスタレーション
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アルファベットの冒頭にある「abc」と、単語

「writing」の計 10 文字の機構を制作しました。

「writing」という単語は、鑑賞者に書いているとい

うことをより意識してもらうため、モチーフとして

選びました。文字の機構は一つ一つがユニットとし

て独立しており、機構それぞれの取手を回すことで、

機構に取り付けられた鉛筆の芯が、文字の軌道を反

復し、筆記が行なわれる仕組みになっています。筆

記が行なわれるまでの様子が見えるように、主な素

材として透明アクリルを使用しています。
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「abc」の機構
私たちは、線の長さや左右反転などの微妙な違いを

瞬時に見分け、文字の読み書きを行なっています。

この作品ではこのような差異を、ギアの噛み合う数

やカムの可動域によって動的に視覚化しています。

「writing」の機構
「書く」の現在進行系の意味を持つ「writing」。こ

の短い単語のなかには、私が発見した機構のパター

ンがすべて含まれています。
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機構のパターン
アルファベット ( 小文字 ) は、直線、円弧、直線＋

円弧の、３種類のラインで、すべての文字を構成す

ることが出来ます。私は、それら３種類のラインに

対応した機構と、「x」など辺同士が中心で交差す

る文字の筆記を可能にするための機構、「i」や「j」

の 2 辺目の短いラインを書く機構の、計 5 パター

ンの機構の仕組みを考えました。これらの機構を組

み合わせることで、アルファベットの筆記を実現す

ることが出来ます。
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DESCENDER

ASCENDER

X-HIGHT

カムの基準
アルファベットにアセンダー、エックスハイト、ディセンダーと幅があるように、カ

ムの可動域にも形状に応じた幅が存在します。この作品では、それぞれの文字幅に対

応したカムを三種類用意し、それを基準のカムとして使用しました。
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できごとのかたち展
触れてもらい。知ってもらう

多摩美術大学情報デザインコース作品選抜展「でき

ごとのかたち展」の展覧会設計と広報活動を行ない

ました。広報班代表として、広報活動全体の指揮を

とると共に、ロゴ、ポスター、パンフレットを制作

しました。展覧会コンセプトである「触れてもらう。」

をテーマに掲げ、情報デザイン学科をより多くの人

に、知ってもらうためのディレクションを行ないま

した。

制作物：展覧会ロゴ、ポスター、パンフレット
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works of  takafumi kaneko 

展覧会ロゴ
“触れてもらう。”ことを想定としたロゴ

会場で触れてもらうことを想定し、デザインしたロ

ゴです。7 種類のパーツから成り立ち、これらのパー

ツは組み替えることでさ様々な文字やアイコンをつ

くる事が出来ます。会場では、実際に来場者の方に

パーツを組んで遊んでもらうワークショップを行な

いました。
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メインポスター
触感でのアプローチ

情報デザインコースやできごとのかたち展にまつわ

るワード、アイコンをパーツロゴで組み、その集合

体をメインビジュアルとして扱いました。中心部に

ある『触れてもらう。』には、カラーサンドを用い

た特殊加工を施し、「触れてもらう。」というコンセ

プトを触感的に表現しました。
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パンフレット
作品に触れている感覚になる作品集

出展作品をすべて記載した作品集です。読んでいて

触れている感覚になってもらうために、出展者本人

が、作品に触れている写真を使用しました。この作

品集は、アンケートと引き換えに配布し、入場時に

配るリーフレットが作品集のカバーになる使用に

なっています。
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珈
か ふ ぇ

琲茶-cafe  cha
ゆるめのコーヒータイム

新しいコーヒー体験をコンセプトに掲げ、グループ

でのリサーチ、ブレインストーミングを通し、若者

のコーヒー離れを防ぐためにはどういった商品が世

の中に求められているかを考え、企画へ至りました。

珈琲茶は、若者がコーヒーよりも紅茶や緑茶などを

好んで飲む傾向に注目し、お茶を飲む感覚で気軽に

コーヒー体験をしてもらうのを目的に企画した商品

です。商品化を目標に、味の研究からブランディン

グまでを行ないました。

作品形態：商品開発、ブランディング



15

クローバーや自然の風景写真を広告とパッケージに

起用することで、コーヒーに対しての「苦い」「渋い」

「大人っぽい」などの潜入的なイメージを払拭しよ

うと試みました。
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S H I N PA K U Z O O
視覚と聴覚で知ってもらう

哺乳類の心周期の差を表現したインフォグラフィッ

クスです。体重の違いによって心周期と感じる時の

流れに違いがある哺乳類。私は、動物の心拍をメト

ロノームの振り幅に見立て、それをビジュアルに

起こしたポスター ( 見る ) と、メモリに工夫をした

メトロノーム ( 聴く ) で表現しました。また、web

コンテンツを制作し、ビジュアルと音の二つを動的

に表現しました。

作品形態：インフォグラフィックス ( ポスター、　　　

web コンテンツ )
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メトロノーム
動物の心周期に対応したメモリに、動物のアイコン

を当て込めました。

◀▼ web コンテンツ

▲ポスター
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あし算
自分が「個数」になる学習コンテンツ

新しい小学生の学びをテーマに制作した、算数を楽

しく学ぶための学習コンテンツです。□＋□＝ 9 と

いったような問題が出題され、web カメラとプロ

ジェクターによって、リアルタイムで映し出された

参加者が、「個数」となって答えを導き出すシステ

ムになっています。参加者は、踏み台に取り付けら

れたボタンを踏むことで個数としてカウントされま

す。条件にあった数のボタンが踏まれることで、正

解とみなされ、次の問題に切り替わります。問題は

60 秒の時間制限付きで、その間にどれだけ多くの

正解をだせるかで成績がでます。

作品形態：インスタレーション、プロジェクションマッ

ピング
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肖像の空間
平面による空間表現。

私は、チェ・ゲバラやリンカーンなどの肖像画か

ら、独特の張りつめた空気感を感じることがありま

す。「肖像の空間」はそんな肖像画ならではの空気や、

鑑賞者との距離感などを表現しようと思い、制作し

た作品です。遠くから見ると輪郭や陰影が強く感じ

る事ができ、近づくにつれて、直線や角が見え、硬

質なイメージに変わって行きます。

作品形態：インスタレーション、グラフィック作品
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font  c i ty
文章と共に街が出来る

「アルファベット」は、一つ一つはただの要素に過

ぎず、集合することで初めて、文章や単語として意

味を持ちます。また、街も「家」「ビル」「街灯」な

しでは街と呼ぶことができません。font city は文

章と街の本質が類似していることに注目し、制作し

たフォントです。font city で文をつづれば、そこ

には自然と街が形成されて行きます。

作品形態：タイポグラフィ



21font city を用いて制作した隠し絵、「sunset visit to the font city」という文章が隠れています。  
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はんぐるかな
カタコトなひらがな書体

「はんぐるかな」は、ハングル文字のエレメントで

構成された、仮名文字です。ハングル文字は世界の

中でも最も新しい文字であると言われています。日

本の仮名のように複雑な曲線は無く、幾何的な造形

をしています。そんなハングル文字のエレメントを

使い、ひらがなを再現するとどのような文字になる

のだろう？という疑問から、制作に至りました。直

角や直線の多いハングル文字でひらがなを作ろうと

すると、どうしてもぎこちない形になります。その

ぎこちなさは、「読みづらさ」につながり、読み手

の脳の中では、留学生の話す日本語のような、かた

ことなリズムで再生されます。

作品形態：タイポグラフィ
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デジタルタイポグラフィ
多摩美術大学　情報デザイン学科 情報デザインコース

オープンキャンパス

2011.7.16/17

「言う」  A2 「祭り」 A1 トレーシングペーパー　 「Typ. デジタルタイポグラフィ学内展示ポスター」　A1

言う／祭り／Typ。
文字であそぶ

普段生活する上で、誰もが文字を目にします。

これらの作品は、そんな文字に、ちょっとした

遊び心を加えることで、その文字に新しい表情

を見いだそうと試みた、タイポグラフィです。

作品形態：タイポグラフィ
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「Typ. デジタルタイポグラフィ学内展示ポスター」　A1

D O C C H I
どっちから読むかはあなたの自由

DOCCHI は、様々な分野の二大巨頭を取り上げ、

「どっち派？」をテーマに二つのものを紹介すると

いう内容のフリーペーパーです。このフリーペー

パーに裏表紙は存在しません。両面に、取り上げた

二つのもの ( こと ) にそれぞれ表紙を設け、読者が

どちらか好きな面から読むことのできるページ構成

にしました。世間一般にどちらが人気があるかアン

ケートを行い、中央ページでその結果が知れるよう

になっています。

作品形態：フリーペーパー、エディトリアルデザイン
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小説新聞 short-short
短編小説に自由を

長編小説の流れを経て、単行本というメディアが主

流となっている短編小説。果たして本当にこのメ

ディアが短編小説に適しているのだろうか？そんな

疑問から生まれたのが、小説新聞です。一つのペー

ジに多くの記事が混在する新聞というメディア。読

者は自分の気になる記事から読む事が出来ます。ま

た、気に入った記事があれば切り取って保管するこ

とも可能です。小説新聞は、そんな新聞ならではの

特徴を活かした作りになっています。

作品形態：新聞、エディトリアルデザイン
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小説新聞では、短編小説の一話一々を新聞の記事のように配置し、また一つの記事を

切り取っても、裏面で物語が切れないようなレイアウトになっています。気になる記

事から読む事ができ、好きな記事は切り取って保管する事ができる。新聞という形態

を取る事で、読者へ選択の幅を与える事が出来ます。
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情デ卒
情デの「今」と「その後」

多摩美術大学情報デザインコースの卒業生の活躍を

紹介する冊子を制作しました。学生と教授、副手で

チームを結成し、情デの「今」と、「その後」をテー

マに、情報デザインコースを紹介するコースパンフ

レットと合わせてディレクションを行ないました。

私は、情デ卒のエディトリアルデザインを中心に制

作を行ないました。コースパンフレットと情デ卒は

同じ規格で制作し、その二つに対して一つのカバー

を設けて、配布をしました。

作品形態：小冊子、エディトリアルデザイン
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さまざまなジャンルで活躍する卒業生を、より

詳しく知ってもらうため、一人ひとりに合った

キャッチコピーを考え、それを見出しとして使

用しました。また、紹介ページとは別にインタ

ビューページを設け、よくわからないと言われ

がちな情報デザインコースを、より身近に感じ

られる内容を目指し、制作しました。



30 Profile

works  o f  kaneko  t aka f umi  

金子嵩史　
kaneko takafumi

1991 年　東京生まれ

2009 年　都立武蔵丘高等学校卒業

2010 年　多摩美術大学入学

2011 年　日本タイポグラフィ年鑑 2012　入選

2012 年　できごのかたち展 2012　出品

　　　　　産学協同プロジェクト

　　　　　NESCAFE coffee experience　参加

2013 年　 できごのかたち展 2013　出品

　　　　　


